






















 対象は同地域の 47 の観光スポットに関するもので、80 文字以内のリード文 40 種、400 字以内
の本文 34 種が含まれる。それぞれの元記事と翻訳用日本語文を句点で分割した結果、元記事は
508 文、翻訳用文は 361 文あった。これらを文単位で比較したところ、元記事にはあるが翻訳用







があり、これらの中には、説明の順番を変えたものも 43 文含まれるほか、1 文を 2 文にしたもの、
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